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●�

は
じ
め
に

　

ト
ル
コ
で
は
二
〇
一
六
年
七
月
一
五

日
に
ク
ー
デ
タ
未
遂
が
発
生
し
て
二
四

八
名
が
犠
牲
に
な
っ
た
後
、
非
常
事
態

下
に
あ
る
。
公
正
発
展
党
（
Ａ
Ｋ
Ｐ
）

政
権
は
当
初
、
非
常
事
態
を
三
カ
月
と

し
て
い
た
が
、
一
〇
月
に
さ
ら
に
三
カ

月
延
長
し
、
政
令
を
用
い
た
逮
捕
・
勾

留
、
組
織
・
団
体
の
閉
鎖
・
接
収
を
続

け
て
い
る
。
ク
ー
デ
タ
未
遂
関
連
で
一

一
月
半
ば
ま
で
に
約
四
万
人
が
勾
留
さ

れ
、
公
務
員
の
う
ち
約
八
万
人
が
解
職
、

五
万
七
〇
〇
〇
人
が
停
職
・
事
情
聴
取

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
Ａ
Ｋ
Ｐ

は
第
三
野
党
を
取
り
込
ん
で
大
統
領
制

導
入
の
た
め
の
憲
法
改
正
に
歩
を
進
め

て
い
る
。
ク
ー
デ
タ
未
遂
後
の
ト
ル
コ

は
、国
内
外
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
に「
反

対
勢
力
粛
清
に
よ
り
レ
ジ
ェ
ッ
プ
・
タ

イ
ッ
プ
・
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
体
制
を

強
権
化
」
し
て
い
る
の
か
。

　

本
稿
は
、
ク
ー
デ
タ
未
遂
関
与
勢
力

の
拘
束
を
、
政
府
批
判
勢
力
へ
の
弾
圧

や
大
統
領
制
導
入
の
動
き
か
ら
分
け
て

論
じ
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
す

な
わ
ち
一
方
で
、
ク
ー
デ
タ
未
遂
関
与

勢
力
は
軍
部
や
司
法
府
を
含
む
国
家
組

織
に
広
範
に
浸
透
し
て
い
た
。
拘
束
者

の
多
さ
は
、
浸
透
勢
力
の
規
模
の
大
き

さ
を
反
映
し
て
い
る
。
他
方
で
、
ク
ー

デ
タ
未
遂
と
は
無
関
係
の
新
聞
記
者
、

第
二
野
党
で
あ
る
ク
ル
ド
系
政
党
関
係

者
な
ど
の
拘
束
も
起
き
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
非
常
事
態
令
の
乱
用
は
、
国
家

浸
透
勢
力
排
除
の
必
要
性
を
対
外
的
に

説
明
で
き
な
く
し
て
い
る
。
以
下
で
は

ク
ー
デ
タ
未
遂
と
そ
の
後
の
ト
ル
コ
の

現
状
を
、
国
家
浸
透
勢
力
の
排
除
と
い

う
観
点
か
ら
考
察
す
る
。

●�

ク
ー
デ
タ
未
遂

　

ク
ー
デ
タ
未
遂
事
件
は
、
軍
部
内
に

浸
透
し
て
い
た
ギ
ュ
レ
ン
派
（
後
述
）

に
属
す
る
将
校
を
粛
清
す
る
た
め
の
大

規
模
な
逮
捕
が
七
月
一
六
日
に
予
定
さ

れ
⑴

、
そ
れ
を
察
知
し
た
同
派
が
決
起

し
た
こ
と
で
起
き
た

⑵
。
ギ
ュ
レ
ン
派

は
決
起
を
七
月
一
六
日
午
前
三
時
に
予

定
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
気
付
い
た
陸

軍
航
空
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
軍
部
に
よ
る

襲
撃
計
画
が
あ
る
こ
と
を
国
家
情
報
局

（
Ｍ
İ
Ｔ
）
に
一
五
日
午
後
二
時
に
通

報
、
Ｍ
İ
Ｔ
は
午
後
四
時
に
国
軍
参
謀

本
部
に
報
告
、
国
軍
参
謀
本
部
が
緊
急

会
議
し
す
べ
て
の
軍
事
行
動
禁
止
な
ど

を
午
後
五
時
半
に
命
令
し
た
。
計
画
漏

洩
を
疑
っ
た
ク
ー
デ
タ
計
画
者
は
、
ク

ー
デ
タ
を
六
時
間
前
倒
し
し
て
午
後
九

時
に
決
行
し
た
。

　

ク
ー
デ
タ
未
遂
の
推
移
と
蜂
起
勢
力

の
メ
ン
バ
ー
が
行
っ
たW

hatsA
pp

通
信
記
録
は
、
ク
ー
デ
タ
未
遂
が
国
軍

の
指
令
系
統
と
無
関
係
に
行
わ
れ
た
こ

と
、
国
家
機
構
と
一
般
市
民
を
攻
撃
対

象
に
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

⑶
。
ク

ー
デ
タ
は
、
⑴
国
軍
参
謀
本
部
が
事
前

通
報
を
受
け
て
す
べ
て
の
軍
事
行
動
禁

止
を
命
令
し
て
い
た
た
め
蜂
起
勢
力
が

孤
立
し
た
こ
と
、
⑵
蜂
起
勢
力
が
国
営

放
送
局
を
占
拠
し
た
の
み
で
情
報
統
制

を
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
⑶
民
間
放
送

局
を
介
し
た
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
の
呼

び
か
け
に
応
じ
て
市
民
が
抵
抗
し
た
こ

と
、
な
ど
に
よ
り
失
敗
し
た
が
、
ク
ー

デ
タ
が
予
定
ど
お
り
に
実
行
さ
れ
て
い

た
ら
成
功
し
て
い
た
確
率
は
高
い
と
み

ら
れ
て
い
る
。

　

ギ
ュ
レ
ン
派
の
最
高
指
導
者
が
ク
ー

デ
タ
計
画
を
命
じ
た
と
の
証
拠
能
力
を

持
つ
文
書
は
ト
ル
コ
政
府
か
ら
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
フ
ル
シ
・
ア

カ
ル
国
軍
参
謀
総
長
の
検
察
へ
の
供
述

に
よ
る
と
、
彼
を
拘
束
し
た
勢
力
に
ク

ー
デ
タ
の
首
謀
者
を
問
い
た
だ
す
と
、

准
将
の
一
人
が
「
お
望
み
で
あ
れ
ば

我
々
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

フ
ェ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ギ
ュ
レ
ン
に
お
引

き
合
わ
せ
し
ま
す
」
と
述
べ
た
と
い

う
⑷

。
ま
た
、
ギ
ュ
レ
ン
派
の
空
軍
担

当
イ
マ
ー
ム
（
後
述
）
と
さ
れ
る
サ
カ

リ
ア
大
学
神
学
部
助
教
授
ア
ー
デ
ィ

ル
・
オ
ク
ス
ュ
ズ
が
ク
ー
デ
タ
を
計
画

し
て
自
宅
で
関
係
者
に
説
明
し
た
あ
と
、

実
行
の
三
日
前
に
渡
米
し
て
ペ
ン
シ
ル

バ
ニ
ア
在
住
の
ギ
ュ
レ
ン
か
ら
承
認
を

取
り
、
同
前
日
に
帰
国
し
た
こ
と
も
ク

ー
デ
タ
参
加
者
に
よ
り
供
述
さ
れ
て
い

分析リポート
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る
。
オ
ク
ス
ュ
ズ
は
当
日
に
は
ク
ー
デ

タ
計
画
の
主
要
拠
点
と
な
っ
た
ア
ン
カ

ラ
郊
外
の
ア
ク
ン
ジ
ュ
空
軍
基
地
で
拘

束
さ
れ
た
が
、
検
察
の
事
情
聴
取
後
解

放
さ
れ
行
方
不
明
に
な
っ
た
。

●�

学
生
支
援
か
ら
国
家
浸
透
へ

　

ギ
ュ
レ
ン
派
と
は
、
フ
ェ
ト
ゥ
ッ
ラ

ー
・
ギ
ュ
レ
ン
師
を
指
導
者
と
す
る
組

織
で
、
表
向
き
に
は
漸
進
的
イ
ス
ラ
ム

主
義
を
掲
げ
て
い
た
た
め
穏
健
派
イ
ス

ラ
ム
運
動
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
奨
学

金
、
学
生
寮
、
進
学
・
学
習
塾
で
官
僚

候
補
学
生
を
勧
誘
・
育
成
す
る
こ
と
か

ら
始
め
、
約
一
六
〇
カ
国
に
学
校
を
開

設
し
て
教
育
・
宗
教
・
文
化
活
動
を
実

施
、
金
融
や
貿
易
も
手
が
け
実
業
家
団

体
も
組
織
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
、
ギ
ュ
レ
ン
派
組
織
の
実
態

は
秘
密
主
義
に
守
ら
れ
、
軍
部
や
Ｍ
İ

Ｔ
を
除
い
て
、
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
元
同
派

幹
部
や
専
門
家
の
証
言
で
最
近
よ
う
や

く
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　

ヌ
レ
ッ
テ
ィ
ン
・
ヴ
ェ
レ
ン
と
ア
フ

メ
ッ
ト
・
ケ
レ
シ
ュ
は
同
派
幹
部
だ
っ

た
が
、
両
者
と
も
ギ
ュ
レ
ン
の
意
図
が

慈
善
運
動
で
は
な
く
国
家
浸
透
で
あ
る

こ
と
を
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
認
識
す

る
と
ギ
ュ
レ
ン
と
袂
を
分
か
っ
た
。
二

人
は
同
派
の
国
家
浸
透
に
つ
い
て
警
告

し
て
い
た
と
き
に
は
顧
み
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
ク
ー
デ
タ
未
遂
後
に

CN
N

T
ürk

の
テ
レ
ビ
番
組
で
同
派
の

内
実
を
暴
露
し
た
こ
と
で
注
目
を
集
め

た
⑸

。
以
下
で
は
ま
ず
、
ギ
ュ
レ
ン
研

究
者
の
ハ
ー
カ
ン
・
ヤ
ヴ
ズ
（
参
考
文

献
①
、
二
五
〜
四
八
ペ
ー
ジ
）
が
描
く

ギ
ュ
レ
ン
の
経
歴
を
ヴ
ェ
レ
ン
（
参
考

文
献
②
）
や
ケ
レ
シ
ュ
（
先
行
文
献
③
）

の
証
言
と
重
ね
て
浸
透
組
織
の
形
成
過

程
を
た
ど
っ
た
う
え
で
、
ケ
レ
シ
ュ
や

専
門
家
の
証
言
を
元
に
組
織
構
造
と
浸

透
方
法
を
概
観
す
る
。

　

ギ
ュ
レ
ン
は
一
九
四
一
年
に
ト
ル
コ

東
部
エ
ル
ズ
ル
ム
に
生
ま
れ
小
学
校
を

中
退
し
た
の
ち
、
一
九
五
七
～
五
八
年

に
ナ
ク
シ
ベ
ン
デ
ィ
ー
派
系
の
サ
イ

ド
・
ヌ
ル
シ
（
イ
ス
ラ
ム
復
興
運
動
の

ト
ル
コ
分
派
）
の
教
え
に
感
化
さ
れ
た
。

一
九
五
九
年
に
礼
拝
導
師
の
国
家
資
格

試
験
合
格
後
、
お
も
に
ト
ル
コ
西
部
各

地
の
モ
ス
ク
に
配
属
さ
れ
た
。
一
九
六

六
年
に
西
部
イ
ズ
ミ
ル
の
「
ケ
ス
タ
ー

ネ
パ
ザ
ル
」
コ
ー
ラ
ン
学
校
に
イ
ス
ラ

ム
学
担
当
と
し
て
配
属
さ
れ
て
か
ら
は
、

公
務
の
傍
ら
市
内
各
地
で
ヌ
ル
シ
の
教

え
を
辻
説
法
し
た
。
一
六
歳
の
学
生
だ

っ
た
ヴ
ェ
レ
ン
は
こ
の
と
き
コ
ー
ラ
ン

学
校
で
ギ
ュ
レ
ン
と
知
り
合
い
、
困
窮

学
生
支
援
と
い
う
ギ
ュ
レ
ン
の
考
え
に

共
鳴
し
、
他
の
一
人
の
学
生
と
共
に
学

生
下
宿
（
後
の
「
光
の
家
」）
を
開
設

し
始
め
た
。
ギ
ュ
レ
ン
は
一
九
六
八
年

に
は
高
校
・
大
学
生
男
子
の
た
め
の
夏

期
キ
ャ
ン
プ
を
組
織
し
始
め
た
。

　

イ
ズ
ミ
ル
で
光
の
家
の
数
が
一
二
に

達
し
た
一
九
七
〇
年
、
ヴ
ェ
レ
ン
を
含

む
中
核
幹
部
一
二
名
が
集
め
ら
れ
、
ギ

ュ
レ
ン
へ
の
忠
誠
や
秘
密
主
義
な
ど
の

規
則
が
決
め
ら
れ
た
。
ま
た
イ
ス
ラ
ム

原
理
主
義
的
に
厳
格
な
戒
律
も
適
用
さ

れ
た
。
ギ
ュ
レ
ン
は
一
九
七
一
年
に
は

「
書
簡
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
」
後
の
軍
部

影
響
下
の
超
党
派
政
権
に
よ
り
世
俗
主

義
違
反
で
七
カ
月
投
獄
さ
れ
た
が
、（
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
罪
で
の
受
刑
者
に
対

す
る
）
恩
赦
に
よ
り
解
放
さ
れ
た
。
一

九
七
二
年
以
降
、
西
部
各
地
に
配
属
さ

れ
光
の
家
の
設
立
を
続
け
た
。
一
九
七

九
年
に
は
雑
誌
『
浸
透
』
を
発
刊
し
、

両
極
化
す
る
社
会
へ
の
解
決
策
は
イ
ス

ラ
ム
倫
理
に
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

一
九
八
〇
年
軍
事
ク
ー
デ
タ
後
、
ギ

ュ
レ
ン
に
は
世
俗
主
義
違
反
容
疑
で
逮

捕
令
状
が
出
さ
れ
た
が
潜
伏
し
つ
つ
説

教
を
録
音
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
同

派
メ
ン
バ
ー
に
配
付
し
続
け
た
。
一
九

八
六
年
に
逮
捕
令
状
が
取
り
消
さ
れ
る

と
、
ト
ル
グ
ッ
ト
・
オ
ザ
ル
政
権
（
一

九
八
三
～
八
九
年
）
の
経
済
文
化
自
由

化
路
線
に
乗
り
ギ
ュ
レ
ン
派
を
教
育
文

化
運
動
と
し
て
全
国
的
に
展
開
し
始
め

た
。
こ
の
こ
ろ
ヴ
ェ
レ
ン
は
、
軍
部
、

司
法
府
、
官
庁
に
一
九
八
六
～
八
七
年

に
就
職
し
た
同
派
学
生
を
ギ
ュ
レ
ン
が

組
織
化
し
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
抱

く
よ
う
に
な
っ
た
。
ケ
レ
シ
ュ
も
、
オ

ザ
ル
政
権
で
ギ
ュ
レ
ン
派
出
身
の
ア
ブ

ド
ゥ
ル
カ
ー
デ
ィ
ル
・
ア
ク
ス
内
務
相

が
開
設
さ
せ
た
警
察
大
学
の
役
割
を
指

摘
し
て
い
る
。
同
大
学
に
一
般
大
学
卒

業
者
が
入
学
す
る
と
一
年
で
卒
業
で
き
、

警
察
幹
部
に
採
用
さ
れ
る
。
ギ
ュ
レ
ン

派
は
同
派
で
恭
順
度
が
最
も
高
い
学
生

を
警
察
大
学
に
送
り
込
み
、
警
察
庁
へ

の
浸
透
を
進
め
た
と
い
う
。

　

同
派
の
活
動
は
軍
部
か
ら
も
危
険
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
ヴ

ェ
レ
ン
は
同
派
の
活
動
を
透
明
化
し
て

国
家
の
承
認
を
得
る
こ
と
を
ギ
ュ
レ
ン

に
勧
め
た
が
当
初
は
賛
同
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
ソ
連
崩
壊
後
、中
央
ア
ジ
ア
・

コ
ー
カ
サ
ス
諸
国
で
エ
リ
ー
ト
教
育
の

需
要
が
生
れ
た
の
に
応
じ
て
ギ
ュ
レ
ン

派
は
学
校
開
設
に
乗
り
出
し
た
が
、
ヴ

ェ
レ
ン
は
オ
ザ
ル
大
統
領
（
一
九
八
九

～
九
三
年
）
や
ス
ュ
レ
イ
マ
ン
・
デ
ミ

レ
ル
首
相
（
一
九
九
一
～
九
三
年
）・

大
統
領
（
一
九
九
三
～
二
〇
〇
〇
年
）

に
趣
旨
を
説
明
し
て
支
持
を
求
め
た
。

ま
た
同
派
へ
の
寄
付
金
が
増
え
る
な
か

で
資
金
管
理
を
ギ
ュ
レ
ン
が
独
占
し
て

い
た
た
め
、
ヴ
ェ
レ
ン
は
金
融
機
関
を
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設
立
し
て
資
金
管
理
を
透
明
化
す
べ
き

こ
と
を
ギ
ュ
レ
ン
に
説
い
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
ギ
ュ
レ
ン
が

よ
う
や
く
ヴ
ェ
レ
ン
の
勧
め
に
応
じ
タ

ン
ス
・
チ
ル
レ
ル
首
相
（
一
九
九
三
〜

九
六
年
）
と
の
面
会
を
実
現
す
る
と
、

チ
ル
レ
ル
は
教
育
慈
善
事
業
や
（
イ
ス

ラ
ム
）
金
融
機
関
設
立
へ
の
政
府
の
支

持
を
約
束
し
た
。
政
治
家
と
の
関
係
構

築
の
効
用
を
実
感
し
た
ギ
ュ
レ
ン
は
、

政
治
家
に
限
ら
ず
マ
ス
コ
ミ
や
財
界
人

と
の
接
触
も
拡
大
し
た
。
た
だ
し
、
ヴ

ェ
レ
ン
が
意
図
し
て
い
た
よ
う
な
組
織

の
透
明
化
は
お
き
な
か
っ
た
。
逆
に
国

外
の
ギ
ュ
レ
ン
派
学
校
が
所
在
国
の
閣

僚
子
弟
を
入
校
さ
せ
て
政
治
的
関
係
を

築
く
と
、
そ
の
関
係
を
利
用
し
た
い
ト

ル
コ
企
業
が
ギ
ュ
レ
ン
派
に
献
金
を
行

う
と
い
う
構
図
が
で
き
あ
が
り
世
界
各

国
に
広
ま
っ
た
。
ま
た
ギ
ュ
レ
ン
派
金

融
機
関
で
は
経
営
者
に
よ
る
横
領
が
繰

り
返
さ
れ
た
。

　

一
九
九
五
年
ま
で
に
は
同
派
出
身
者

が
国
家
内
で
中
佐
、
郡
知
事
、
検
察
官
、

判
事
、
警
部
の
地
位
に
達
し
て
い
た
。

そ
の
年
、
同
派
の
幹
部
会
（
メ
ジ
ュ
リ

ス
）
で
ギ
ュ
レ
ン
は
「
軍
部
、
官
僚
機

構
、
司
法
府
を
手
に
入
れ
な
さ
い
。
国

家
の
血
管
に
ま
で
浸
透
し
、
気
が
つ
か

れ
ず
に
こ
れ
ら
を
占
領
し
、
気
が
つ
か

れ
た
と
き
に
は
後
退
し
て
身
元
を
隠
し

な
さ
い
、
機
会
が
来
た
ら
再
度
前
進
し

な
さ
い
」
と
命
令
し
た

⑹
。
ヴ
ェ
レ
ン

が
こ
の
命
令
に
反
対
す
る
と
ギ
ュ
レ
ン

は
彼
を
反
逆
者
と
呼
び
、
翌
年
に
破
門

宣
告
書
を
出
し
た
が
、
ヴ
ェ
レ
ン
は
同

派
に
残
っ
た
。

　

一
九
九
七
年
二
月
に
国
家
安
全
保
障

会
議
（
Ｍ
Ｇ
Ｋ
）
で
軍
部
が
親
イ
ス
ラ

ム
の
ネ
ジ
メ
ッ
テ
ィ
ン
・
エ
ル
バ
カ
ン

首
相
に
イ
ス
ラ
ム
運
動
取
り
締
ま
り
を

強
要
す
る
事
件
が
起
き
る
と
、
ギ
ュ
レ

ン
は
エ
ル
バ
カ
ン
を
批
判
し
軍
部
を
支

持
し
た
。
ヴ
ェ
レ
ン
と
ケ
レ
シ
ュ
は
、

ギ
ュ
レ
ン
が
こ
の
事
件
に
先
立
ち
ク
ー

デ
タ
の
脅
威
を
煽
る
マ
ス
コ
ミ
宣
伝
や

密
告
に
よ
り
デ
ミ
レ
ル
大
統
領
を
誘
導

し
、エ
ル
バ
カ
ン
連
立
政
権
崩
壊
と（
連

立
の
約
束
事
項
だ
っ
た
）
チ
ル
レ
ル
へ

の
首
相
交
代
否
認
を
も
た
ら
し
た
と
証

言
し
て
い
る
。
そ
の
後
多
く
の
イ
ス
ラ

ム
運
動
が
取
り
締
ま
ら
れ
た
の
に
対
し
、

ギ
ュ
レ
ン
派
は
女
性
に
イ
ス
ラ
ム
的
ス

カ
ー
フ
を
着
用
し
な
い
よ
う
に
呼
び
か

け
る
な
ど
し
て
穏
健
性
を
装
っ
た
た
め

無
傷
だ
っ
た
。

　

た
だ
し
ケ
レ
シ
ュ
は
イ
ス
ラ
ム
運
動

で
あ
る
は
ず
の
ギ
ュ
レ
ン
派
が
親
イ
ス

ラ
ム
の
首
相
を
追
い
落
と
し
た
こ
と
、

お
よ
び
同
派
が
そ
れ
ま
で
批
判
し
て
き

た
ト
ル
コ
国
家
と
同
じ
構
造
の
し
か
も

秘
密
組
織
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
失
望

し
、
一
九
九
八
年
に
同
派
を
離
反
し
た
。

ギ
ュ
レ
ン
は
、
一
九
九
九
年
に
士
官
高

校
生
が
光
の
家
で
拘
束
さ
れ
た
事
件
の

直
後
の
三
月
、
病
気
治
療
を
理
由
に
渡

米
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
在
住
し
て
い

る
。
た
だ
し
同
年
六
月
に
は
、
官
僚
機

構
と
司
法
府
を
掌
握
す
る
よ
う
に
ギ
ュ

レ
ン
が
メ
ン
バ
ー
に
呼
び
か
け
た
ビ
デ

オ
が
Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映

さ
れ
た
。
ヴ
ェ
レ
ン
は
破
門
宣
言
を
受

け
た
後
も
ギ
ュ
レ
ン
の
自
分
に
対
す
る

中
傷
や
国
家
乗
っ
取
り
の
試
み
を
や
め

さ
せ
る
た
め
に
渡
米
し
て
説
得
を
試
み

た
が
、
逆
に
命
を
狙
わ
れ
る
経
験
を
重

ね
た
た
め
二
〇
〇
二
年
に
同
派
と
の
関

係
を
絶
っ
た
。

●�

階
層
構
造
と
浸
透
方
法

　

ギ
ュ
レ
ン
派
の
組
織
構
造
を
体
系
的

に
紹
介
し
た
ケ
レ
シ
ュ
に
よ
る
と
、
同

派
指
導
者
を
頂
点
と
す
る
七
層
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
構
造
が
世
界
規
模
で
存
在
し
、
ト

ル
コ
は
そ
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
各
層
に
は
イ
マ
ー
ム
と
呼
ば

れ
る
地
理
・
職
域
別
の
管
理
者
が
お
り
、

地
理
別
で
は
世
界
、
大
陸
、
国
、
県
、
郡
、

区
、
町
内
イ
マ
ー
ム
が
、
職
域
別
で
は

軍
人
、
警
察
、
判
事
、
教
育
省
、
大
学
、

医
師
、
メ
デ
ィ
ア
、
自
営
業
者
イ
マ
ー

ム
な
ど
が
存
在
す
る
（
ギ
ュ
レ
ン
が
頂

上
第
七
層
の
世
界
イ
マ
ー
ム
で
あ
り
、

ケ
レ
シ
ュ
は
第
五
層
の
任
務
に
就
い
て

い
た
）。
職
域
別
イ
マ
ー
ム
は
対
象
職

域
の
人
々
に
つ
い
て
勧
誘
、
教
育
、
資

金
調
達
な
ど
の
活
動
を
行
う
。
職
域
別

イ
マ
ー
ム
は
地
理
別
に
も
階
層
化
さ
れ

て
い
る
（
た
と
え
ば
警
察
イ
マ
ー
ム
は
、

区
、
郡
、
県
、
国
別
に
存
在
す
る
）
の

で
、
地
理
・
職
域
別
の
イ
マ
ー
ム
は
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
頂
上
で
一
元
管
理
さ
れ
る
。

こ
こ
で
の
イ
マ
ー
ム
は
（
本
来
の
意
味

と
違
い
）
必
ず
し
も
宗
教
知
識
を
必
要

と
さ
れ
な
い
。
特
に
第
六
層
の
イ
マ
ー

ム
に
は
、
賢
く
非
宗
教
系
専
門
知
識
を

持
つ
人
物
が
選
ば
れ
る
。
イ
マ
ー
ム
の

別
称
と
し
て
兄
（
下
層
で
は
姉
も
）
が

あ
る
が
、
イ
マ
ー
ム
は
組
織
内
向
け
、

兄（
や
姉
）は
外
向
け
表
現
で
あ
る（
参

考
文
献
③
）。

　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
第
一
層
に
は
、
勧
誘
、

募
金
、
教
育
の
場
で
あ
る
光
の
家
が
あ

る
。
家
に
は
五
～
八
人
の
学
生
が
寄
宿

し
、
そ
の
責
任
者
で
あ
る
兄
（
ま
た
は

姉
）
は
、
学
生
を
同
派
組
織
に
従
わ
せ

る
よ
う
に
教
育
し
、
恭
順
を
五
段
階
で

評
価
す
る
。
ギ
ュ
レ
ン
派
が
奉
仕
活
動

を
し
て
い
る
と
考
え
る
市
民
は
、
学
生

の
た
め
に
光
の
家
に
生
活
必
需
品
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
た
だ
し
ギ
ュ

レ
ン
派
が
（
よ
り
大
き
な
）
学
生
寮
を

一
九
八
〇
年
以
降
に
開
設
し
て
か
ら
は
、

学
生
寮
が
学
生
勧
誘
の
最
初
の
窓
口
と

13_分析リポート.indd   38 17/02/06   9:56



39 アジ研ワールド・トレンド No.257（2017. 3）

浸透と排除―トルコにおけるクーデタ未遂とその後―

な
り
、
入
派
見
込
み
の
あ
る
者
を
光
の

家
に
転
居
さ
せ
る
仕
組
み
に
な
っ
た
。

　

組
織
の
メ
ン
バ
ー
は
給
与
を
上
納
す

る
。
そ
の
比
率
は
独
身
官
僚
で
給
与
の

一
五
～
二
〇
％
、
既
婚
者
で
一
〇
％
で

あ
る
。
兄
・
姉
を
専
業
と
す
る
場
合
、

公
定
最
低
賃
金
相
当
額
が
組
織
か
ら
支

払
わ
れ
る
が
、
う
ち
一
〇
％
を
上
納
す

る
。
集
め
ら
れ
た
上
納
金
の
う
ち
一
五

％
が
「
神
聖
分
」
と
し
て
ギ
ュ
レ
ン
に

送
ら
れ
る

⑺
。
メ
ン
バ
ー
に
は
同
派
で

あ
る
こ
と
を
隠
し
続
け
る
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
、
イ
マ
ー
ム
は
メ
ン
バ
ー
に

対
し
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
上
部
か
ら
の
命
令

を
伝
え
る
。
メ
ン
バ
ー
ど
う
し
横
の
情

報
交
換
は
行
わ
れ
な
い
。
地
理
・
職
域

別
イ
マ
ー
ム
は
長
く
て
も
三
年
で
交
代

す
る
た
め
、
特
定
の
人
間
が
影
響
力
や

情
報
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
方
法
で
同
派
内
部
の
秘
密
性

が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
レ
ン
や
ケ

レ
シ
ュ
に
よ
る
と
、
ギ
ュ
レ
ン
は
彼
ら

の
よ
う
な
幹
部
を
も
別
の
メ
ン
バ
ー
に

盗
聴
や
監
視
さ
せ
、
そ
の
情
報
を
自
分

の
み
に
報
告
さ
せ
て
い
た
。

　

ギ
ュ
レ
ン
派
は
士
官
学
校
、
国
軍
や

官
庁
に
二
つ
の
方
法
で
浸
透
し
て
き
た
。

第
一
に
、
国
家
試
験
問
題
を
盗
ん
で
同

派
の
人
間
に
流
し
満
点
合
格
で
就
職
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
初
め
て
発
覚
し
た

の
は
一
九
八
六
年
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の

ク
レ
リ
士
官
高
校
入
試
問
題
の
ギ
ュ
レ

ン
派
に
よ
る
窃
盗
漏
洩
で
あ
る
。
軍
部

に
お
け
る
ギ
ュ
レ
ン
派
に
つ
い
て
捜
査

し
た
元
軍
事
検
事
ア
フ
メ
ッ
ト
・
ゼ
キ
・

ユ
チ
ョ
ク
は
、
過
去
九
年
間
に
士
官
大

学
か
ら
国
軍
に
入
隊
し
た
学
生
の
八
割

を
ギ
ュ
レ
ン
派
と
見
込
ん
で
い
る
（
参

考
文
献
④
）⑻
。
官
僚
に
つ
い
て
も
、
二

〇
一
〇
年
の
全
国
統
一
国
家
公
務
員
試

験
の
問
題
が
同
派
に
流
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
発
覚
し
た
。

　

第
二
に
、
同
派
で
な
い
人
間
に
つ
い

て
の
虚
偽
の
訴
え
や
拷
問
・
脅
迫
に
よ

り
退
学
や
解
雇
・
退
職
に
追
い
込
む
こ

と
で
あ
る
。
特
に
軍
部
で
は
パ
イ
ロ
ッ

ト
候
補
生
の
多
く
が
除
隊
に
追
い
込
ま

れ
、
ギ
ュ
レ
ン
派
の
Ｆ‒

16
パ
イ
ロ
ッ

ト
が
急
増
し
た
と
さ
れ
る
。
元
警
察
官

僚
ハ
ネ
フ
ィ
・
ア
ヴ
ジ
ュ
も
、
警
察
庁

の
密
輸
組
織
犯
罪
部
と
情
報
部
、
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
県
警
と
ア
ン
カ
ラ
県
警
の
情

報
支
部
、
陰
謀
訴
訟
（
後
述
）
を
担
当

し
て
い
た
裁
判
所
の
検
事
・
判
事
に
特

定
の
傾
向
を
持
つ
人
々
が
集
ま
り
、
虚

偽
の
通
報
に
よ
り
情
報
室
長
を
更
迭
さ

せ
、
そ
の
後
に
自
派
の
人
間
を
送
り
込

ん
で
い
た
と
述
べ
て
い
る
（
参
考
文
献

⑤
、
四
三
五
ペ
ー
ジ
）。

　

軍
部
へ
の
浸
透
は
、
当
然
な
が
ら
国

軍
掌
握
に
繋
が
る
の
に
加
え
、
政
府
要

人
の
動
向
把
握
も
可
能
に
す
る
。
軍
部

が
政
府
要
人
の
補
佐
官
を
送
り
出
し
て

い
た
が
ギ
ュ
レ
ン
派
は
軍
部
人
事
部
に

も
浸
透
し
て
補
佐
官
人
事
を
握
っ
た

⑼
。

ア
カ
ル
国
軍
参
謀
総
長
の
補
佐
官
で
ク

ー
デ
タ
未
遂
後
に
拘
束
さ
れ
た
ギ
ュ
レ

ン
派
中
佐
の
検
察
へ
の
証
言
に
よ
る
と
、

エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
や
現
役
お
よ
び
過

去
の
国
軍
参
謀
総
長
に
も
同
派
の
補
佐

官
が
付
き
盗
聴
を
行
っ
て
い
た
。
彼
自

身
は
前
国
軍
参
謀
総
長
を
毎
日
盗
聴
し
、

一
週
間
分
の
録
音
が
溜
ま
る
と
盗
聴
器

を
軍
部
外
に
い
る
同
派
の
「
兄
」
に
渡

し
て
い
た
と
い
う

⑽
。

●�

Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
か
ら
の
接
近

　

Ｍ
İ
Ｔ
副
局
長
を
務
め
二
〇
〇
五
年

に
退
職
し
た
ジ
ェ
ヴ
ァ
ッ
ト
・
オ
ネ
シ

ュ
に
よ
る
と
、
ギ
ュ
レ
ン
派
の
軍
部
や

警
察
を
は
じ
め
と
す
る
国
家
組
織
へ
の

浸
透
は
一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
り
、
一

九
八
〇
年
代
に
拡
大
、
二
〇
〇
〇
年
代

に
加
速
し
た

⑾
。
ギ
ュ
レ
ン
派
の
浸
透

が
加
速
し
た
の
は
、
親
イ
ス
ラ
ム
派
の

Ａ
Ｋ
Ｐ
が
二
〇
〇
二
年
に
単
独
政
権
を

樹
立
し
て
か
ら
で
あ
る
。
エ
ル
ド
ア
ン

は
Ａ
Ｋ
Ｐ
に
近
い
と
み
な
し
た
ギ
ュ
レ

ン
派
を
国
家
機
構
に
送
り
込
む
こ
と
に

よ
り
、
世
俗
主
義
国
家
エ
リ
ー
ト
の
影

響
を
削
ぐ
こ
と
を
試
み
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
ギ
ュ
レ
ン
派
が
二
〇
〇
〇
年
代

ま
で
は
も
っ
ぱ
ら
自
助
努
力
に
よ
り
浸

透
し
て
い
た
の
と
大
き
く
異
な
る
。

　

二
〇
〇
四
年
八
月
の
Ｍ
Ｇ
Ｋ
で
軍
部

は
ギ
ュ
レ
ン
派
へ
の
取
り
締
ま
り
を
求

め
た
が
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
は
面
従
腹
背
し

て
同
派
に
警
察
組
織
へ
の
浸
透
を
許
し

た
⑿

。
Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
は
ま
た
最
高
裁
判

所
の
長
官
や
他
の
判
事
の
汚
職
疑
惑
を

指
摘
し
、
こ
れ
ら
の
判
事
を
辞
任
に
追

い
込
ん
だ
。
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
、
約

四
〇
〇
〇
人
の
判
事
・
検
事
の
人
事
異

動
や
、
判
事
・
検
事
候
補
の
任
命
権
限

を
司
法
大
臣
に
与
え
る
法
改
正
（
法
律

五
四
三
五
号
）
な
ど
に
よ
り
下
級
裁
判

所
で
行
政
府
の
影
響
力
を
強
め
ギ
ュ
レ

ン
派
を
優
遇
し
た
（
参
考
文
献
⑥
）。

こ
れ
と
は
別
に
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
・
ギ
ュ

ル
外
相
は
、
各
国
大
使
館
に
対
し
海
外

に
展
開
す
る
ギ
ュ
レ
ン
派
学
校
の
活
動

を
支
援
す
る
よ
う
通
達
を
出
し
た
。

　

さ
ら
に
上
級
裁
判
所
と
司
法
人
事
機

関
へ
の
ギ
ュ
レ
ン
派
浸
透
を
許
し
た
の

は
二
〇
一
〇
年
九
月
の
「
民
主
化
の
た

め
の
」
憲
法
改
正
で
あ
る
。
特
に
重
要

な
の
は
、
司
法
府
人
事
を
決
め
る
判
事

検
事
最
高
委
員
会
（
Ｈ
Ｓ
Ｙ
Ｋ
）
に
お

け
る
上
級
裁
判
所
出
身
者
の
比
率
を
減

ら
し
、
ギ
ュ
レ
ン
派
が
多
数
を
握
る
第

一
級
判
事
・
検
事
の
比
率
を
高
め
た
こ

と
で
あ
る

⒀
。
上
級
裁
判
所
の
判
事
・

検
事
は
Ｈ
Ｓ
Ｙ
Ｋ
委
員
の
投
票
に
よ
り

選
出
さ
れ
る
た
め
、
ギ
ュ
レ
ン
派
は
上
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級
裁
判
所
の
人
事
を
も
握
っ
た
こ
と
に

な
る
。
実
際
、
最
高
裁
判
所
で
は
二
〇

一
一
年
二
月
法
改
正
で
定
員
が
一
三
七

名
増
員
さ
れ
た
後
、
欠
員
と
合
わ
せ
て

一
六
〇
名
が
新
た
な
判
事
・
検
事
と
し

て
選
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
一
四
〇

名
が
ギ
ュ
レ
ン
派
だ
っ
た

⒁
。

　

軍
部
に
つ
い
て
は
、
前
政
権
の
と
き

か
ら
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
交
渉
を
開
始
す
る
た

め
の
条
件
と
し
て
文
民
統
制
を
強
め
る

た
め
の
憲
法
・
法
改
正
が
行
わ
れ
て
き

た
。
Ｍ
Ｇ
Ｋ
で
の
文
民
比
率
の
引
き
上

げ
や
国
家
機
構
人
事
で
の
軍
部
の
関
与

の
廃
止
、
軍
事
予
算
の
透
明
化
な
ど
が

二
〇
〇
四
年
ま
で
に
達
成
さ
れ
て
は
い

る
。
こ
れ
ら
の
改
革
は
ト
ル
コ
社
会
に

お
け
る
軍
の
政
治
介
入
の
正
統
性
を
弱

め
た
も
の
の
、
二
〇
〇
七
年
大
統
領
選

挙
候
補
に
対
し
て
軍
部
が
世
俗
主
義
を

め
ぐ
り
警
告
す
る
と
い
う
政
治
介
入
を

防
げ
な
か
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
軍
部

と
ギ
ュ
レ
ン
派
に
対
し
て
等
距
離
を
保

っ
て
い
た
エ
ル
ド
ア
ン
を
ギ
ュ
レ
ン
派

に
接
近
さ
せ
た
（
参
考
文
献
⑦
）。

　

司
法
府
へ
の
支
配
力
を
強
め
た
ギ
ュ

レ
ン
派
は
、
い
わ
ゆ
る
「
陰
謀
訴
訟
」

を
手
が
け
た
。
そ
の
う
ち
代
表
的
な
エ

ル
ゲ
ネ
コ
ン
訴
訟
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
地

方
裁
判
所
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ

⒂
、（
架

空
の
）
テ
ロ
組
織
エ
ル
ゲ
ネ
コ
ン
に
よ

る
Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
転
覆
未
遂
容
疑
で
大
学

学
長
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
、
知
識
人
、

実
業
家
、
退
役
・
現
役
軍
人
、
さ
ら
に

同
訴
訟
を
批
判
す
る
人
々
が
逮
捕
、
長

期
勾
留
さ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
逮
捕

開
始
、
二
〇
〇
八
年
に
公
判
開
始
、
二

〇
一
三
年
に
二
七
五
名
に
有
罪
判
決

（
う
ち
一
九
名
が
終
身
刑
）
が
下
っ
た
。

類
似
の
鉄
槌
裁
判
で
は
二
〇
一
二
年
、

三
三
〇
名
に
一
六
～
二
〇
年
の
禁
固
刑

判
決
が
下
っ
た
。

　

証
拠
の
ほ
と
ん
ど
は
電
子
媒
体
で
偽

造
の
痕
跡
（
た
と
え
ば
「
二
〇
〇
三
年

作
成
文
書
」
に
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
ワ

ー
ド
二
〇
〇
七
年
版
の
字
体
が
使
用
さ

れ
て
い
る
な
ど
）
が
あ
る
と
の
訴
え
が

裁
判
所
で
棄
却
さ
れ
た
こ
と
は
、
下
級

裁
判
所
へ
の
ギ
ュ
レ
ン
派
の
浸
透
度
合

を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
二
〇
〇
九

年
一
月
に
サ
ビ
フ
・
カ
ナ
ド
ー
ル
元
最

高
裁
判
所
検
察
長
官
が
勾
留
さ
れ
る
と
、

Ｈ
Ｓ
Ｙ
Ｋ
は
エ
ル
ゲ
ネ
コ
ン
訴
訟
で
の

強
引
な
捜
査
を
疑
問
視
し
、
捜
査
の
最

高
権
限
者
で
あ
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
検
察

長
官
と
同
副
長
官
に
事
情
説
明
を
求
め

た
が
、
両
者
は
捜
査
担
当
検
察
官
た
ち

が
彼
ら
の
警
告
に
聞
く
耳
を
持
た
ず
、

特
定
の
グ
ル
ー
プ
の
た
め
に
働
い
て
い

る
印
象
を
持
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。

ま
た
Ｈ
Ｓ
Ｙ
Ｋ
の
一
人
は
、
司
法
府
に

お
い
て
エ
ル
ゲ
ネ
コ
ン
訴
訟
や
鉄
槌
訴

訟
の
よ
う
に
検
事
が
組
織
的
か
つ
計
画

的
に
事
を
進
め
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い

と
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑧
）。

　

軍
部
で
は
こ
の
間
、
二
〇
一
一
年
七

月
に
裁
判
の
不
当
性
へ
の
暗
黙
の
抗
議

と
し
て
国
軍
参
謀
総
長
と
陸
・
海
・
空

軍
司
令
官
と
い
う
（
憲
兵
隊
司
令
官
を

除
く
）
国
軍
の
参
謀
が
総
辞
職
し
、
二

〇
一
二
年
一
月
に
は
バ
シ
ュ
ブ
ー
元
国

軍
参
謀
総
長
も
テ
ロ
組
織
指
導
者
と
の

容
疑
で
勾
留
さ
れ
、
二
〇
一
三
月
一
月

に
は
イ
ス
マ
イ
ル
・
ハ
ッ
ク
・
カ
ラ
ダ

イ
元
国
軍
参
謀
総
長
が
訴
追
さ
れ
た
。

二
〇
一
四
年
三
月
と
六
月
に
そ
れ
ぞ
れ

エ
ル
ゲ
ネ
コ
ン
、
鉄
槌
裁
判
判
決
に
つ

い
て
憲
法
裁
判
所
が
長
期
勾
留
、
証
拠

不
充
分
な
ど
を
理
由
に
釈
放
命
令
を
下

し
た
が
、
二
〇
一
一
～
一
五
年
の
間
に

陰
謀
訴
訟
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
五
七
九

名
の
士
官
・
下
士
官
が
昇
進
停
止
や
定

年
退
役
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ほ
か
、
海

軍
の
将
校
が
大
量
に
離
職
し
た
。
代
わ

り
に
大
量
の
ギ
ュ
レ
ン
派
将
校
が
昇
進

し
た
。
ク
ー
デ
タ
未
遂
に
関
わ
っ
た
一

七
一
名
の
将
官
（
大
将
二
名
、
中
将
一

〇
名
、
少
将
三
五
名
、
准
将
一
二
四
名
）

の
す
べ
て
が
二
〇
一
一
～
一
五
年
の
時

期
に
昇
進
し
て
い
た
。
二
〇
一
六
年
以

降
も
定
期
昇
進
が
続
け
ば
八
年
後
に
は

全
将
官
す
な
わ
ち
軍
部
全
体
を
同
派
が

握
る
は
ず
だ
っ
た
（
参
考
文
献
④
）。

●�

Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
と
の
対
立

　

ギ
ュ
レ
ン
派
は
、
世
俗
主
義
国
家
エ

リ
ー
ト
を
弱
体
化
さ
せ
る
と
い
う
点
で

Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
に
貢
献
し
た
も
の
の
、
Ａ

Ｋ
Ｐ
政
権
に
恭
順
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

親
米
・
親
イ
ス
ラ
エ
ル
と
し
て
知
ら
れ

る
ギ
ュ
レ
ン
は
、
エ
ル
ド
ア
ン
が
ダ
ボ

ス
会
議
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の
シ
モ
ン
・
ペ

レ
ス
大
統
領
と
口
論
し
た
こ
と
（
二
〇

一
〇
年
一
月
）
や
ト
ル
コ
の
イ
ス
ラ
ム

系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人

支
援
の
た
め
の
ガ
ザ
支
援
船
が
イ
ス
ラ

エ
ル
官
憲
と
衝
突
し
た
こ
と
（
二
〇
一

〇
年
六
月
）
な
ど
を
境
に
、
エ
ル
ド
ア

ン
に
対
し
て
暗
黙
の
批
判
を
展
開
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
一
年
総
選
挙

を
控
え
た
時
期
、
ギ
ュ
レ
ン
派
か
ら
一

〇
〇
名
以
上
が
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
国
会
議
員
候

補
に
出
願
す
る
と
、
ギ
ュ
レ
ン
に
対
す

る
猜
疑
心
を
強
め
て
い
た
エ
ル
ド
ア
ン

は
、
ギ
ュ
レ
ン
が
「
汚
れ
た
組
織
の
指

導
者
だ
」
と
副
党
首
に
語
っ
て
い
る

⒃
。

ま
た
二
〇
〇
八
年
に
は
自
分
が
「（
エ

ル
ゲ
ネ
コ
ン
）訴
訟
の
検
察
官
で
あ
る
」

と
述
べ
て
同
裁
判
を
擁
護
し
て
い
た
エ

ル
ド
ア
ン
も
、
二
〇
一
二
年
一
月
の
バ

シ
ュ
ブ
ー
元
国
軍
参
謀
総
長
拘
束
に
至

る
と
、
不
快
感
を
表
明
し
た
。

　

両
者
の
対
立
が
表
面
化
し
た
の
は
、

ギ
ュ
レ
ン
派
が
Ｍ
İ
Ｔ
の
奪
取
を
試
み

た
こ
と
で
あ
る
。
ギ
ュ
レ
ン
派
は
ト
ル
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浸透と排除―トルコにおけるクーデタ未遂とその後―

コ
民
族
主
義
の
色
彩
が
強
く
ク
ル
ド
民

族
主
義
を
敵
視
し
て
い
た
。
そ
の
た
め

（
ト
ル
コ
が
テ
ロ
組
織
と
認
定
し
た
）

ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
労
働
者
党（
Ｐ
Ｋ
Ｋ
）

党
首
で
拘
束
中
の
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・

オ
ジ
ャ
ラ
ン
と
政
府
が
直
接
交
渉
し
て

い
る
こ
と
を
二
〇
一
一
年
総
選
挙
後
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
漏
洩
、
さ
ら
に
オ

ジ
ャ
ラ
ン
と
交
渉
し
て
い
た
Ｍ
İ
Ｔ
の

局
長
ら
に
二
〇
一
二
年
二
月
、
ギ
ュ
レ

ン
派
の
検
察
官
が
逮
捕
状
を
出
し
た
。

こ
れ
に
対
し
エ
ル
ド
ア
ン
は
Ｍ
İ
Ｔ
局

員
な
ど
の
逮
捕
に
首
相
の
許
可
を
義
務

づ
け
る
立
法
に
よ
り
逮
捕
請
求
を
取
消

さ
せ
検
察
の
試
み
を
阻
止
し
た
。
二
〇

一
三
年
八
月
に
は
ギ
ュ
レ
ン
派
が
一
一

条
の
宣
言
を
発
表
、
首
相
を
公
然
と
批

判
す
る
と
、
一
一
月
に
政
権
が
ギ
ュ
レ

ン
派
の
人
材
・
財
政
的
基
盤
で
あ
る
進

学
・
学
習
塾
の
廃
止
移
行
計
画
を
発
表
、

ギ
ュ
レ
ン
系
メ
デ
ィ
ア
が
反
発
し
た
。

　

両
者
の
対
立
が
決
定
的
に
な
っ
た
の

は
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
で
あ
る
。
ギ

ュ
レ
ン
派
の
影
響
下
に
あ
る
検
察
と
警

察
が
Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
の
汚
職
容
疑
の
捜
査

を
開
始
、
閣
僚
四
名
、
官
僚
、
実
業
家

な
ど
を
逮
捕
勾
留
し
た
の
で
あ
る
。
エ

ル
ド
ア
ン
は
検
察
や
警
察
で
大
量
の
人

事
異
動
を
行
い
、
捜
査
を
押
さ
え
込
ん

だ
。
そ
の
後
も
法
相
が
参
加
し
た
判
事

検
事
最
高
会
議
で
大
幅
異
動
、
警
察
庁

密
輸
組
織
犯
罪
対
策
局
で
の
全
員
異
動
、

判
事
検
事
最
高
会
議
の
部
門
長
の
任
命

権
を
司
法
相
に
与
え
る
法
改
正
な
ど
に

よ
り
、
司
法
府
と
警
察
に
対
す
る
政
権

の
掌
握
を
強
め
た
。
ま
た
ギ
ュ
レ
ン
派

が
汚
職
関
与
の
証
拠
と
し
て
盗
聴
録
音

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
と
、

政
権
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
対
し
て
サ

イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
禁
止
命
令
な
ど
が

可
能
と
な
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
規
制
法

改
定
お
よ
び
、Tw

itter

やY
ouT

ube

へ
の
ア
ク
セ
ス
遮
断
措
置
な
ど
を
実
施

し
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
五
年
五
月
に
ギ

ュ
レ
ン
派
を
テ
ロ
組
織
と
認
定
し
て
以

降
、
ギ
ュ
レ
ン
派
が
所
有
す
る
金
融
機

関
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
局
に
管
財
人
を
指

名
し
て
接
収
し
た
。

●�

排
除
の
試
み

　

Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
は
国
家
機
構
か
ら
ギ
ュ

レ
ン
派
を
排
除
す
る
た
め
ま
ず
司
法
府

人
事
の
奪
回
を
試
み
た
。
二
〇
一
四
年

一
〇
月
の
Ｈ
Ｓ
Ｙ
Ｋ
選
挙
で
は
Ａ
Ｋ
Ｐ

は
民
族
主
義
派
や
社
会
民
主
主
義
派
と

連
合
し
て
非
改
選
議
席
と
合
わ
せ
て
過

半
数
議
席
を
確
保
し
た

⒄
。
Ｈ
Ｓ
Ｙ
Ｋ

は
、
上
級
裁
判
所
の
う
ち
最
高
裁
判
所

の
全
判
事
検
事
と
最
高
行
政
裁
判
所
の

四
分
の
三
の
判
事
検
事
（
残
り
の
四
分

の
一
は
大
統
領
が
選
任
）
を
選
任
す
る

権
限
を
持
つ
。
政
府
は
一
二
月
に
最
高

裁
判
所
と
最
高
行
政
裁
判
所
の
部
局
と

定
員
を
増
や
す
法
改
正
を
行
い

⒅
、
増

員
分
を
Ｈ
Ｓ
Ｙ
Ｋ
や
大
統
領
が
任
命
し

た
政
府
寄
り
の
判
事
・
検
事
や
官
僚
で

埋
め
た

⒆
。
二
〇
一
六
年
六
月
に
は
最

高
裁
判
所
と
最
高
行
政
裁
判
所
の
部
局

と
定
員
を
減
ら
す
と
と
も
に
一
二
年
の

任
期
を
設
け
る
法
改
正
を
行
っ
た
。
現

職
の
判
事
・
検
事
は
（
上
級
位
を
除
い

て
）
い
っ
た
ん
任
期
終
了
と
な
っ
た
う

え
で
、
Ｈ
Ｓ
Ｙ
Ｋ
に
よ
り
新
た
に
任
命

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
再
任
命

の
過
程
で
ギ
ュ
レ
ン
派
が
ふ
る
い
落
と

さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
が

⒇
、
実

際
に
は
同
勢
力
を
完
全
に
は
払
拭
で
き

な
か
っ
た
。

　

ま
た
軍
部
に
つ
い
て
も
、
陰
謀
訴
訟

計
画
に
関
わ
っ
た
と
み
な
さ
れ
た
軍
人

の
逮
捕
が
続
い
た
が
、
具
体
的
罪
状
な

し
に
ギ
ュ
レ
ン
派
の
排
除
は
困
難
だ
っ

た
。
ま
た
八
月
末
の
最
高
軍
事
評
議
会

で
ギ
ュ
レ
ン
派
将
校
の
大
幅
人
事
異
動

が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
除
籍
が
可
能

な
の
は
佐
官
以
下
で
、
将
官
に
つ
い
て

は
配
転
と
昇
格
し
か
決
定
で
き
な
か
っ

た
。
し
か
も
こ
の
人
事
異
動
案
も
ギ
ュ

レ
ン
派
に
漏
れ
て
い
た
。

　

通
常
の
法
手
続
で
は
浸
透
勢
力
の
排

除
が
進
ま
な
い
な
か
で
政
権
は
強
硬
策

に
転
じ
た
。
す
な
わ
ち
「
は
じ
め
に
」

で
述
べ
た
ギ
ュ
レ
ン
派
将
校
逮
捕
で
あ

る
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
ア
ン
カ
ラ
地

方
検
察
は
同
派
メ
デ
ィ
ア
担
当
者
や
元

国
会
議
員
な
ど
七
三
名
を
容
疑
者
と
す

る
ギ
ュ
レ
ン
派
に
関
す
る
起
訴
状
を
ア

ン
カ
ラ
地
方
裁
判
所
に
七
月
一
五
日

（
ク
ー
デ
タ
未
遂
直
前
）
に
提
出
し
て

い
る
。
起
訴
状
の
内
容
は
、
ク
ー
デ
タ

未
遂
と
そ
の
後
の
発
覚
事
実
や
関
係
者

の
証
言
と
整
合
し
て
い
る
。

　

エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
は
ク
ー
デ
タ
未

遂
後
、
三
カ
月
の
非
常
事
態
令
を
公
布
、

テ
ロ
組
織
の
摘
発
と
逮
捕
勾
留
を
開
始

し
た
。
非
常
事
態
令
下
で
は
逮
捕
期
間

が
三
〇
日
、
逮
捕
後
最
初
の
五
日
間
は

弁
護
士
と
の
面
会
不
可
、
法
的
効
果
を

持
つ
政
令
（
以
下
、法
的
政
令
と
略
す
）

が
違
憲
立
法
審
査
の
対
象
外
、
な
ど
の

形
で
行
政
府
権
限
が
強
化
さ
れ
た
。
政

権
は
ギ
ュ
レ
ン
派
関
与
の
病
院
、学
校
・

大
学
、
学
生
寮
、
団
体
を
閉
鎖
、
上
級

裁
判
所
が
ギ
ュ
レ
ン
派
関
係
者
の
追
放

を
合
議
で
決
定
す
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
。
ま
た
各
政
府
機
関
に
対
し
、
ギ
ュ

レ
ン
派
の
告
発
を
求
め
た
。
同
派
関
連

の
マ
ス
コ
ミ
を
閉
鎖
し
て
新
聞
記
者
を

拘
束
、
資
金
提
供
者
と
み
な
さ
れ
た
実

業
家
を
も
拘
束
し
、
所
有
事
業
を
接
収

し
た
（
接
収
後
に
競
売
さ
れ
た
事
業
の

数
は
六
〇
〇
、
金
額
で
一
〇
〇
億
ド
ル

に
達
し
た

㉑
）。
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●�

濡
れ
衣
、
便
乗
、
風
見
鶏

　

公
務
員
の
免
停
職
は
、
当
初
は
通
報

に
基
づ
い
て
い
た
た
め
に
不
当
な
疑
い

や
嫉
み
で
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
た
被
害

者
を
出
し
た
。
そ
の
た
め
、
八
月
に
ギ

ュ
レ
ン
派
特
定
の
三
つ
の
基
準
と
し
て

①
二
〇
一
三
年
一
二
月
汚
職
捜
査
開
始

後
に
ギ
ュ
レ
ン
派
労
働
組
合
・
団
体
に

加
入
、
②
上
記
時
期
後
に
ギ
ュ
レ
ン
派

金
融
機
関
へ
の
入
金
な
い
し
預
金
維
持
、

③
ギ
ュ
レ
ン
派
組
織
内
の
通
信
の
た
め

に
使
わ
れ
て
い
たByLock

と
い
う
通

信
ア
プ
リ
の
使
用
歴
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
ど
れ
か
に
該
当
す
る
と
免
停

職
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
さ
ら

に
被
害
者
が
続
出
し
た
た
めByLock

使
用
を
唯
一
の
基
準
と
し
、
過
去
に
そ

れ
以
外
の
単
独
基
準
で
免
停
職
さ
れ
た

者
を
復
職
さ
せ
る
政
令
が
一
一
月
に
出

さ
れ
た
。

　

ByLock

は
ギ
ュ
レ
ン
派
組
織
か
ら

の
承
認
が
な
い
と
機
能
し
な
い
た
め
同

派
で
あ
る
こ
と
を
特
定
す
る
た
め
の
強

力
な
証
拠
と
な
っ
た
。
二
〇
一
三
年
一

二
月
汚
職
捜
査
開
始
以
降
、
ギ
ュ
レ
ン

派
の
秘
密
通
信
方
法
を
捜
査
し
て
い
た

Ｍ
İ
Ｔ
が
同
シ
ス
テ
ム
を
発
見
し
パ
ス

ワ
ー
ド
解
読
に
成
功
し
た
（
ギ
ュ
レ
ン

派
は
パ
ス
ワ
ー
ド
解
読
に
気
が
つ
く
と

二
〇
一
六
年
一
月
に
通
信
方
法
を

Eagle

と
い
う
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

変
更
し
た
）。
Ｍ
İ
Ｔ
は
通
信
記
録
の

解
読
か
らByLock

を
一
二
万
人
が
日

常
的
に
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
一
二
万
人
も
が
ギ
ュ
レ
ン
派

組
織
で
実
質
的
に
活
動
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
証
拠
は
前
述
の
ギ
ュ
レ
ン
派
の

国
家
浸
透
過
程
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、

信
憑
性
が
高
い
。
Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
の
非
常

事
態
令
下
で
の
法
的
政
令
の
乱
用
を
ク

ー
デ
タ
便
乗
主
義
と
し
て
批
判
し
て
い

る
野
党
第
一
党
の
Ｃ
Ｈ
Ｐ
も
、
ギ
ュ
レ

ン
派
訴
追
の
必
要
性
やByLock

を
ギ

ュ
レ
ン
派
の
判
別
基
準
と
す
る
こ
と
は

認
め
て
い
る
。

　

た
だ
し
非
常
事
態
令
は
そ
の
本
来
の

目
的
以
外
に
適
用
さ
れ
、
政
権
に
よ
る

便
乗
行
為
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
第
一

に
、
非
常
事
態
令
が
適
用
さ
れ
る
対
象

は
、（
ギ
ュ
レ
ン
派
に
限
ら
ず
）
す
べ

て
の
テ
ロ
組
織
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら

ず
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
近
い
関
係
に
あ
る
ク
ル

ド
系
の
人
民
民
主
党
（
Ｈ
Ｄ
Ｐ
）
党
首
、

国
会
議
員
や
市
長
、
さ
ら
に
は
一
部
の

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
も
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
を
宣
伝

し
た
と
い
う
理
由
で
逮
捕
勾
留
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
ギ
ュ
レ
ン
派
や
Ｐ
Ｋ
Ｋ
に

関
係
し
た
具
体
的
な
容
疑
が
示
さ
れ
な

い
ま
ま
新
聞
記
者
が
拘
束
さ
れ
る
事
件

も
起
き
て
い
る
。
第
二
に
、
政
権
は
ま

た
、
法
律
で
は
な
く
法
的
政
令
に
よ
り
、

国
家
組
織
の
改
編
を
行
っ
た
。
軍
部
に

対
す
る
文
民
統
制
を
強
化
す
る
た
め
国

軍
参
謀
総
長
任
命
権
者
で
あ
る
大
統
領

に
指
名
権
も
与
え
、
憲
兵
隊
と
海
兵
隊

を
内
務
省
に
直
属
さ
せ
、
国
防
省
官
僚

を
文
民
化
、
士
官
高
校
・
大
学
を
廃
止

し
て
国
防
省
下
に
国
防
大
学
を
設
立
し

た
。
ト
ル
コ
憲
法
は
、
非
常
事
態
令
下

で
の
法
的
政
令
を
、
非
常
事
態
期
間
内

の
事
項
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
認
め
て

い
る
。
Ｃ
Ｈ
Ｐ
は
非
常
事
態
令
を
用
い

た
上
記
の
国
家
組
織
改
編
が
憲
法
違
反

で
あ
る
と
し
て
違
憲
立
法
審
査
を
請
求

し
た
が
敗
訴
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
一
月
以
降
現
実
味
を

帯
び
て
い
る
大
統
領
制
導
入
の
試
み
は
、

エ
ル
ド
ア
ン
に
よ
る
単
な
る
便
乗
主
義

と
は
言
い
切
れ
な
い
。
第
一
に
、
世
論

の
変
化
で
あ
る
。
Ａ
＆
Ｇ
の
行
っ
た
世

論
調
査
は
、
大
統
領
制
支
持
が
反
対
を

上
回
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
六
月
調
査

で
は
賛
成
が
三
七
・
四
％
、
反
対
が
四

二
・
五
％
、
意
見
無
し
が
二
〇
・
一
％

だ
っ
た
の
に
対
し
、
一
〇
月
調
査
で
は

賛
成
が
四
五
・
一
％
、
反
対
が
四
〇
・

五
％
、
意
見
無
し
が
一
四
・
四
％
と
逆

転
し
た
。
第
二
に
、
大
統
領
制
を
導
入

す
る
た
め
に
は
国
会
議
員
の
五
分
の
三

の
支
持
が
必
要
で
、
与
党
議
席
数
は
こ

れ
に
足
ら
な
い

㉒
。
と
こ
ろ
が
大
統
領

制
に
反
対
し
て
き
た
第
三
野
党
Ｍ
Ｈ
Ｐ

党
首
デ
ヴ
レ
ッ
ト
・
バ
フ
チ
ェ
リ
が
、

党
内
議
論
無
し
に
日
和
見
的
に
大
統
領

制
導
入
賛
成
に
転
じ
た
。
ク
ー
デ
タ
未

遂
ま
で
は
党
首
の
座
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

た
バ
フ
チ
ェ
リ
は
「
非
常
時
に
国
家
の

た
め
に
協
力
す
る
政
治
家
」
と
し
て
振

る
舞
う
こ
と
で
世
論
の
支
持
率
を
、
Ｃ

Ｈ
Ｐ
党
首
と
匹
敵
す
る
ま
で
に
高
め
て

い
る

㉓
。
す
な
わ
ち
、
大
統
領
制
導
入

は
国
内
的
結
束
を
重
視
す
る
世
論
を
利

用
し
て
は
い
る
も
の
の
政
党
間
合
意
に

基
づ
い
て
進
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
表

面
下
で
は
党
内
民
主
主
義
の
欠
如
が
あ

る
。
バ
フ
チ
ェ
リ
は
ク
ー
デ
タ
未
遂
を

機
に
、
Ｍ
Ｈ
Ｐ
党
内
反
執
行
部
勢
力
を

ギ
ュ
レ
ン
派
と
し
て
除
籍
し
て
い
る
。

●�

お
わ
り
に

　

ト
ル
コ
軍
は
シ
リ
ア
で
Ｉ
Ｓ
退
却
後

の
空
白
地
帯
を
（
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
の
姉
妹
組

織
で
あ
る
）
人
民
防
衛
隊
（
Ｙ
Ｐ
Ｇ
）

が
埋
め
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
八
月
に

北
シ
リ
ア
に
進
攻
、
イ
ラ
ク
で
は
連
合

軍
が
モ
ス
ル
を
Ｉ
Ｓ
か
ら
奪
還
し
た
後

に
Ｐ
Ｋ
Ｋ
が
勢
力
拡
大
す
る
こ
と
（
そ

し
て
シ
リ
ア
内
Ｙ
Ｐ
Ｇ
支
配
地
域
と
の

統
一
）
を
防
ぐ
た
め
に
一
〇
月
に
モ
ス

ル
近
郊
ま
で
越
境
し
た
。
こ
の
よ
う
な

軍
事
行
動
が
続
く
な
か
で
も
、
一
一
月

中
旬
ま
で
に
四
二
〇
〇
人
以
上
（
七
月

末
比
二
五
〇
〇
人
増
）
が
軍
部
か
ら
除
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浸透と排除―トルコにおけるクーデタ未遂とその後―

籍
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
軍
部
の
指

揮
命
令
系
統
か
ら
外
れ
た
存
在
が
残
っ

て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

浸
透
勢
力
の
排
除
策
は
当
初
、
拙
速

に
も
通
報
に
基
づ
く
排
除
を
進
め
た
こ

と
が
冤
罪
者
を
発
生
さ
せ
た
が
、
そ
の

後
よ
り
客
観
的
な
基
準
が
導
入
さ
れ
、

解
放
・
復
職
も
起
き
て
い
る
。
ク
ー
デ

タ
未
遂
の
内
幕
は
、
拘
束
さ
れ
た
軍
人

の
供
述
な
ど
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
こ
れ
だ
け
多
数
の
拘
束
な
い

し
免
停
職
さ
れ
た
国
民
が
ど
の
よ
う
に

社
会
復
帰
す
る
か
、
社
会
が
そ
の
家
族

を
ど
の
よ
う
に
支
え
る
か
は
今
後
の
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
他
方
、
非
常
事
態

令
を
用
い
て
ク
ー
デ
タ
未
遂
関
与
勢
力

と
は
関
係
な
い
勢
力
を
拘
束
す
る
と
い

う
便
乗
主
義
は
、「
ギ
ュ
レ
ン
派
に
よ

る
ク
ー
デ
タ
未
遂
」
と
い
う
主
張
の
信

憑
性
を
弱
め
る
と
と
も
に
新
た
な
証
拠

の
蓄
積
を
無
為
に
し
て
い
る
。
浸
透
勢

力
排
除
は
課
題
を
残
し
つ
つ
進
ん
で
い

る
も
の
の
、
便
乗
主
義
が
大
き
な
足
枷

と
な
っ
て
い
る
。

（
は
ざ
ま　

や
す
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴�

社
会
運
動
を
想
起
さ
せ
る
の
で
「
ギ

ュ
レ
ン
運
動
」
と
は
呼
ば
な
い
。

⑵�A
hm

et Şık, "D
arbenin perde 

arakasını anlattı," Cum
huriyet, 

15 T
em

m
uz 2016. 

⑶�

『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
』

第
二
五
七
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
号

Ｈ
Ｐ
参
照
（http://w

w
w

.ide.go.
jp/japanese/Publish/Periodica
is/W

-trejd/backnum
ber.htm

l

）。

⑷�"H
ulusi A

kar'ın ifadesi: N
e 

diyorsun ulan sen, m
anyak 

m
ısın!" Cum

huriyet, 25 T
em

m
uz 

2016.

⑸�C
N

N
 T

ürk, "T
ürkiye'nin 

Gündem
i," 5 A

ğustos 2016.

⑹�

ヴ
ェ
レ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年

代
後
半
に
は
、
軍
部
内
動
向
に
つ
い

て
の
メ
モ
を
ギ
ュ
レ
ン
派
将
校
が
拳

や
口
に
隠
し
て
ギ
ュ
レ
ン
に
持
参
し

て
い
た
。

⑺�"İşte 'F
E

T
Ö

' sözlü
ğ

ü
," 

Cum
huriyet, 9 A

ğustos 2016.

⑻�

士
官
学
校
受
験
者
の
う
ち
七
五
～
八

〇
％
が
ほ
ぼ
満
点
で
合
格
し
て
い
た
。

CN
N

T
ürk, "T

arafsız Bölge," 24 
T

em
m

uz 2016.

⑼�

イ
ル
ケ
ル
・
バ
シ
ュ
ブ
ー
元
国
軍
参

謀
総
長
の
発
言
。CN

N
T

ürk, 
"T

arafsız Bölge," 1 A
ğustos 2016.

⑽�"'Ö
zel'i dinler kayıtları abiye 

gönderirdik'," Cum
huriyet, 21 

T
em

m
uz 2016.

⑾�"E
ski M

İT
'çi Ö

niş: İktidar 
cem

aatın
 ön

ü
n

ü
 açtı," 

Cum
huriyet, 23 T

em
m

uz 2016.

⑿�A
bdülkadir Selvi, "Cem

aat ve 
dershaneler," Y

eni Şafak
, 2 

A
ralık 2013.

⒀�"K
av

g
an

ın
 b

ilan
çosu

," 
Cum

huriyet, 5 A
ralık 2013. 

⒁�

元
ギ
ュ
レ
ン
派
Ｈ
Ｓ
Ｙ
Ｋ
委
員
証
言
。

⒂�

裁
判
所
は
検
察
部
門
を
も
含
む
。

⒃�

エ
ル
ド
ア
ン
は
ギ
ュ
レ
ン
自
身
が
特

に
推
し
た
二
名
の
み
を
候
補
に
認
め

た
。A

bdülkadir Selvi, "Paralel 
yapı devleti nasıl düsürecekti?" 
Yeni Şafak, 28 A

ralık 2015.

⒄�"H
âkim

iyet pazarlığa tabi," 
Cum

huriyet, 13 Ekim
 2014.

⒅�"Y
argı paketi Genel K

urul'dan 
geçti: M

akul şüphe ile aram
a 

artık yasal," Cum
huriyet, 2 

A
ralık 2014.

⒆�"E
rdoğan, bürokratlarını 

D
anıştay'a atadı," Cum

huriyet 
17 A

ralık 2014. "Y
argıtay'da 

'parralel' tem
izlik," Cum

huriyet, 
19 A

ralık 2014. 
⒇�"'T

am
 teşekküllü' A

K
P yargısı... 

10 soruda yargı paketi," 
Cum

huriyet, 1 T
em

m
uz 2016.

㉑�"B
ankers fret as E

rdogan 
increases Pressure to K

eep 
T

urkish V
oters Spending," 

Financial Tim
es, N

ovem
ber 29, 

2016.

㉒�

直
近
二
〇
一
五
年
一
一
月
総
選
挙
で

の
国
会
議
席
配
分
は
、
Ａ
Ｋ
Ｐ
が
三

一
七
、
Ｃ
Ｈ
Ｐ
が
一
三
四
、
Ｈ
Ｄ
Ｐ

が
五
九
、
Ｍ
Ｈ
Ｐ
が
四
〇
。
国
会
議

席
過
半
数
は
二
七
六
。

㉓�

世
論
調
査
会
社M

etropoll

の
二
〇

一
六
年
一
〇
月
調
査
参
照
。
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